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イチジク ‘桝井ドーブィン'に対する前年の遮光が本年の
生育，着果，果実品質および収量に及ぼす影響

松浦克彦8 ・荒木斉本*

要約

イチジク ‘桝井ドーフィン'に対する前年の遮光が本年の樹の生長，蕃果，果実品質およびi収量

に及ぼす影響について調査した.

l 前年の遮光率が高くなるにつれ冬期の根の全炭素含量が低下したが，全窒素含量には一定の額

向がみられなかった.

2 生育初期の新梢長，節関長は，前年の遮光率が高くなるにつれ短くなった.

3 遮光率が高くなるにつれ着巣率が低下し，各遮光区とも 6節以下での着果が減少した.

4 遮光率が高くなるにつれ下位節の不着巣が多く，収穫開始が遅れ，収量も明らかに少なくなっ

た.

5 果重，果径は遮光率40%以下では対，顎監と比べあまり差が見られなかったが， 75 %遮光では

鳴らかに小さかった. 6~11 節での成熟日数は，遮光率が高くなるにつれ長くなる傾向にあうた.

Effects of Previous Year Shading on Growth， Fruit Set， Fruit Quality 
and Yield of the Fig Tree ‘Masui Dauphine' for the Following Year 

Katsuhiko MATSUURA and Hitoshi ARAKI 

Summary 

The effects of shading whole trees of Ficus carica L. cv. Masui Dauphine on growth， fruit 
setting， fruit quality and yie1d for the following ye訂 werestudied. The trees were covered by 

cheese clothes. 
(1) Tota1 root carbon was reduced by shading. Shading caused short shoots in the eary stage 

of the following year. 
(2) Heavier shading in the preceding year reduced fruit setting， espicially be10w 5 th node. 
(3) Heavier shading caused 1ess fruit setting at 10w nodes， delayed the beginning date of haト

vest， and reduced yield of the fol1owing year. 
(4) Fruit weigt and diameter for 40 % shading were essentially unchanged. Shading incresed 

the days from fruit setting to harvest from the 6 th to 11th node. 

キーワード:イチジク，遮光，蒼果，貯蔵養分，収量
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緒

わが国で栽培が多い普通型イチジクでは，新梢の伸長

につれて下位節からj臨次，上位節へと各葉えきに花序

(花托)が分化し，通常，碁部 1， 2節を除くすべての

花序が発育，単為結果して果実となる 2.5) 

果現象の発生により， 1番巣の蕃果節位の上昇や着果数

の減少となり，収穫時期の遅延および技量の低下をもた

らす.特に施設栽培では不着果現象の発生が多く，安定

生産の姐害要因になっている.

しかし，時として基部から数節または途中の節に果実

が着生せず，産地で‘花とび'または‘飛び節'と呼ば

れる不着果現象が発生する場合がある.このような不着
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らは前報7) で遮光がイチジク ‘桝井ドーフィン'

の蕃果，収量および、果実品質に及ぼす影響について調査

した.その結果，遮光率が高くなるにつれ，花序が着果

(後述，ステージm)に歪るまでの発育段階で生長が停

止し，黄化，脱落する割合が高くなるとともに，収量が

減少し，果実品質の低下がみられた.

本報では，前年の遮光による翠年の樹体生長，着巣，
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果実品質および、収量について調査し，若干の知見を得た

ので報告する.

材料及び方法

遮光処理は前報7) のとおり， 1992年 6FJ 13日から落

葉期まで遮光率の異なる寒冷紗を各処理区に 1樹ず.つ，

樹全体に被覆した.主寒冷紗の遮光率は約 15%，約40%，

約 75%であった.

1993年 2月26日に供試樹について主幹から畝の方向

に約 1m離れた場所で幅30cm，奥行き 30cm，深さ 20cm 

の範閣から根を採取し，嵐乾後， N/Cアナライザー(住

友化学， SUMIGRAPH NC胸80)で全炭素含量，全窒素

含量を榔定した.発穿・展葉臼は各処理区 10:2ドの結果

母校について調査した.新梢長，節関長，元口径の制定

は6月24Bと8月9日に行い， 8 FJ 18日に 18節で描

心した. 1994年 2月に新梢のせん定重および乾燥重を

寵査した.

花序の分化・発達程度は新梢の基部 2， 3節に着果が

認められた 6月18臼から鵠査した.なお，花序の分化

・発達程度の分類調査は，前報7) と同様に次のように

分鎖した.ステージ 1 肉眼で葉撃と隣接した花序(臨

約 2棚)が見られる.ステージ II:果実の形が約 1/2

穂度見られる.ステージ1lI:果実の形がほぼできている

(果径約 3m田)に分類し，ステージ班を着果とした.

果皮色は農林水産省果樹試験場作成のカラーチャー

ト8) を用い，果実の陽光簡を測定した.概定値はG1出

1， G2=2， ...・H ・..， R 4之江 7，R 5 =コ 8とした.着

色程度はカラーチャートのRl以上の着色部分が果実の

表面全体に占める割合とした.

結 果

1 遮光が根の会炭素含量および全窒素含量に及ぼす影

響

根の全炭素含量および企窒素含量を表 1に示した.根

の全炭素含量は遮光率が増加するにつれ低下する傾向が

見られ，遮光率40%以上で対照区と比べ大きく低下し

た.また，根の全窒素含量は 15%遮光区で最も高かっ

たが，遮光率40%以上では対照区と比べ小さくなった.

遮光率40%以上での遮光による低下率は全窒素含量よ

りも全炭素含量のほうが大きかった.遮光率と C/N比

には一定の額向が見られなかった.

2 前年の渡光処理が本年の生青に及ぼす影響

結果を表2に示した.発芽日は遮光来が高くなるにつ

れ 1~2 日早くなる傾向が見られたが，大きな差はなか

った.展葉Bは変動が大きく一定の傾向が見られなかっ

た.発芽から麗葉までの臼数には一定の傾向がみられな

いものの， .75%遮光区では特異的に長かった. また，

発芽した芽は，遮光区では細く縦長であったのに対し，

対類区では太く丸みを帯びていた.

新梢主主長は 6月24日では遮光率が高くなるにつれ

対照区に比べ明らかに短く，特に 75%遮光区では対照

区の約 1/2であった. 6月 24日以後， 40 %遮光区の

新摘が著しく伸長し，描心部の 8月 9日では遮光率 40

%以下の各区は，対黒区と比べあまり大きな差異は見ら

れなかった.部間長も新梢長と問機の傾向を示した.

また， 1994年 2月のせん定重は遮光率 40%以下では

対照、区とほぼ向程度であったが， 75 %遮光区では対照

区と比べ明らかに少なかった.

3 前年の渡光が本年の花序の発育および藷果に及ぽす

影響

花序の発育がステージ盟に達した臼(着果日)と節位

の関係を密 Iに示した.対照藍と 15%遮光区では 6月

18 臼の調査開始時点で，既に基部から 1~3 節の着果

が昆られた.遮光率40%以上では 5節以下の着果がま

ったくみられなかった.また， 6節以上の各処理区の蕃

巣日は遮光率が高くなるにつれ遅れる傾向がみられた.

節位とステ…ジ 1，II，班での花序の着生率の関係を

関 2， 3， 4に示した.各ステージともi鹿光率が高くな

るにつれ花序の着生率が低くなった.遮光率 40%以下

の各区では花序がステージ Iに達せずに不着果となるも

のが多かった.一方， 75 %遮光区では 9節以下で花序

がステージ Iに達していないものが多くみられ， 10節

以上ではステージ Iから取への発育段階で，花序が発宵

を停止あるいは黄化・脱落するものが多くみられた.

4 前年の遮光が本年の果実品質および成熟日数に及iま

す影響

果実品質と成熟日数の結果を表 3に示した. 6 ~11 

節の果重および果実の横径，縦径は遮光率 40%以下で

は対照、震と比べ，大きな差異がみられなかったが， 75 

%遮光区でで鳴らかに減少した.着色程度も遮光率が高

くなるにつれ 6~11 節で低下する傾向がみられたが，

果皮急では一定の傾向はみられなかった.

表 I 生育期の遮光がイチジクの冬期の根の全炭素含鷺

および全議案含量に及ぼす影響

処理底 全炭素含量 全窒素含量 C/N比
(%) (%) 

対照区 43.6 1.44 30.3 

15 %遮光 42.9 1.70 25.2 

40%遮光 36.6 1.39 26.3 

75%遮光 36.8 1.30 28.3 
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図3

どの貯蔵養分が減少したと報告しているが，本試験でも

根の全炭素含量が明らかに減少したことから，遮光処理

でも同様に貯蔵養分が減少していると考えられる.

前年の遮光率が高く，根の全炭素含量が少ないほど，

新梢の初期伸長が劣ったが，林ら1)や平田ら 3) も本試

験と問様の結果を報告しており，新梢の初期伸長は二十

世紀ナシ，カキ，イチジクなどの樹種に関わらず，貯蔵

養分と密接に関係していると考えられる.

不着果の発生は，遮光処理年ではステージ Iから1lIの

段階で発生するものが 10節より上の節位で多かったり.

これに対し，翌年は花序がステージ 11こも達さないもの

が5節以下の節位で多くみられた.このことは，前者は

着果期以降の遮光による光合成不足によるものであり，

6~11 節の果実の成熟日数は遮光率が高くなるにつ

れ長くなる傾向が毘られたが， 12節以上の果実では成

熟8数に大きな差がみられなかった.

前年の遮光が本年の累積収量に及ぽす影響

累積収農の推移を図5に訴した.前年のi忠光率が高い

ほど収穫開始が遮れ，累積叙量も少なかった. 10月31

臼までの 1新梢当たりの収最は対照区で 644gであった

のに対し， 15%遮光区では 551g， 40 %遮光区で415g，

75%遮光区で 97gであった.

5 

考察

林らJ)はニ十世紀ナシで，平田ら 3) はカキを供試し

て，擁葉により根や新梢のでん粉含量や炭水化物含量な
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表3 前年の遮光が本年の果実の品質と成熟日数に及ぼ

す影響

節 処理区 巣愛果皮色着色程度横径 縦径l 成熟日数
(g) (%) (mm) (mm) 日)

2-5 対照[x 95.1 7.3 69 58.7 82.9 86.5 

15%遮光 92.7 7.4 68 56.6 79.1 96.8 

6-8 対照区 80.4 7.3 68 53.7 74.8 93.8 

15%遮光 81.9 7.6 64 53.5 77.1 96.0 

40%遮光 81.4 6.5 52 54.2 78.1 102.9 

75%遮光 61.0 7.0 47 48.2 67.4 103.2 
..骨・・ー...幽・・ー・・・・・・・・聞咽蜘咽骨骨骨開降喝開欄骨骨喝開噌..・...由自由““輔自佳品由曲ーー曲曲ー・姐晶画・ a ・ーーーー・・・・・・・・帽暢叫開----咽陪靖司博明開骨骨閉明.降骨骨閉喝開閉専有e網開停噸咽明

仏11 対照区 80.1 7.3 63 55.2 71.7 97.0 

15%遮光 77.7 7.7 62 52.1 72.1 97.7 

40%遮光 80.6 6.6 50 55.0 75.1 103.4 

75%遮光 60.2 7.5 56 50.1 66.8 100.8 
4凶凶曲曲申由自由自由ー..曲叫均値幽圃..峰幽幽----------ー・咽明---_.降 4・嶋咽...陣...吻..圃制咽吻4 ・制専剛剛砕申帯血----申由布院曲申自由司時晴'・ー自白由幽岨叫幽圃M幽..峰圃._--_.峰・b・・岨・・ー...

12嗣 対照区 68.9 7.7 70 54.6 66.0 95.4 

15%遮光 69.1 7.9 60 52.2 67.1 96.0 

40%遮光 80.4 7.3 64 56.3 70.5 94.4 

注)成熟日数:着巣B-収穫臼 (6/18以降に蕃架したものについて

調査)

(1唱)
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後者は貯蔵養分の不足に起因する花序の発育停止による

ものと考えられる.それでも後者の場合は， 75%遮光墜

を除く処理区で 6節より上の節で多くの着果がみられ

た. これは樹体の栄養状態の田援によるものと考えられ，

8.FJ9Bの新梢生長や冬季のせん定璽から樹体生長が回

復していたことからも推察できる.

次に，前年の遮光が果実の成熟に及ぼす影響について

みると，遮光率が高くなるほど成熟日数が長くなった.

特に，下位節ほど対照、区との差が大きかった.これは，

下位節ほど貯蔵養分不足の影響を強く受けたためと考え

られる.貯蔵養分と成熟日数の関係について指摘した報

告はほとんどなく，イチジクの着果特性との関連も考え

られるが，今後の検討が必要である.

林ら II や平田ら 3l は貯蔵養分の低下による花粉の発

主事塁手や果実肥大の低下を指摘しているが，本試験では遮

光率40%以下で果鷺の減少がみられなかった. イチジ

クではまず，不着果の多発により，着果数が減少したこ

とで，果実肥大に差がみられなかったと考えられる.た

だし， 75%程度の遮光率では着果数の減少にもかかわ

らず鳴らかに果重が減少しており，貯蔵養分が極端に少

ない場合にはニ十世紀ナシ1)やカキω と同様の額向を

示した.

収量に及ぼす影響では，遮光率が高いほど収量の減少

が大きかったが， これは下位節の不着巣による収穫果数

の減少と成熟遅延によるものである. Jackson4l は遮光

により， リンゴの花芽が減少し，その結果，収量が減少

したと報告しており，両樹種とも貯蔵養分と翌年の収量

が関連していると考えられる.

以上より，強い遮光は根の企炭素含棄などの貯蔵養分

の減少をもたらし，これが，謹年の新梢の初期伸長の不

良のみならず，下位節における不着果の多発や成熟の遅

延によって，収量が低下するといえる. したがって，不

着果を防ぎ安定した果実生産のためには，貯蔵養分を確

保するための栽培管理が必要で，適切な校梢管理による

受光態勢の改善や土壌管理による土壌環境の改善が必要

であると考えられる.
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